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第９回：公法入門・憲法①＜講義１＞

2007.06.18. 　佐藤

はじめに

　1)私の担当する部分・講義方法の説明

  2)公法総論（→「１.公法と私法」）部分の講義

　3)公法入門・前半→憲法、後半→刑事法

　4)憲法①：総論的講義、憲法②：具体的論点についての講義、

憲法③：論点についてのグループワーク、憲法④：GW結果の発表とまとめ講義

　　＊後半の刑事法についても同様の構成

１．公法と私法


Ｑ1.　次のような事例についてどう思いますか？

1.空き巣に100万円を盗まれた。警察に通報し犯人は捕まったようだ。警察が盗まれ

お金を取り戻してくれると思ったが、その後、特に何の連絡もない。

　　2.消費者金融（アイフル、アコム、武富士 etc…）からお金を借りた。期限が過ぎても

返せなかったので、借金の取立てにきた。その態度が暴力的で怖かったので警察に

相談したが、警察は相手にしてくれなかった。

　　3.夫婦喧嘩をした。警察官に仲裁をしてもらおうと思ったが、してくれなかった。

　

  1)事例の説明：民事不介入

　　　警察→刑法執行のための国の機関、お金のやり取り→個人間

　　　ただし、近年では

2)公法・私法領域に属する法分野

　　　公法：e.g.憲法、行政法（税法、社会保障法 etc…）、刑法　etc…
　　　私法：e.g.民法（物権法、債権法、契約法、家族法　etc…）、商法（会社法 etc…）etc…
　3)公法と私法の区別の理由

　1.基本原理の相違

　　　公法　→　公権力の規制　　　　私法　→　私的自治　

　　2.区別の相対性

　　　公法領域も私法的関係が存在　　私法も国家が前提であり公的規制と一体

　4)修正


Ｑ２．在日朝鮮人、あるいは本人の思想、あるいは女性、あるいは部落出身を理由として、

企業が学生を採用しなかった。これは憲法違反でしょうか。

　　公法　→　私人間適用　cf.三菱樹脂事件最高裁判決

　　私法　→　公的規制　e.g.社会法、消費者法

    ＊研究へと進むための参考

　　近年、公法と私法の協働・融合を施行する理論の登場　　cf.吉村教授の最近の研究

２．日本国憲法：「法学入門講義」的前提の確認

　1)憲法３原則・５原則


Ｑ３．「憲法３原則」あるいは「憲法５原則」とは何を指しますか。


Ｑ４．上の原則はそれぞれ憲法のどこに書かれていますか。

2)憲法の構成：総論・基本的人権・統治機構

3)総論


Ｑ５．「君主主権」「国民主権」「人民主権」の相違は何でしょうか。

4)統治機構


Ｑ６．「三権分立」の「三権」とは何ですか。


Ｑ７．三権分立を最初に提唱した思想家は誰ですか。

　　　そこでの「三権分立」と現行憲法の「三権分立」は根本的に異なっています。

それはいかなる点においてでしょうか。

5)基本的人権


Ｑ８．憲法で保障されている基本的人権をすべて述べなさい。

　　「現代的人権」について知っているものを述べなさい。

　6)自由権と社会権


Ｑ９. 自由権と社会権の特徴を述べなさい。

　7)経済的自由権と精神的自由権


Ｑ10. 人権保障のあり方について、経済的自由権と精神的自由権の相違を述べなさい。

　＊包括的基本権、精神的自由権、経済的自由権、人身の自由、参政権

３．次週講義の内容

表現の自由、プライバシー権、両者の対立と調整基準

［自己点検用紙の記入］

　1)講義の要点のまとめ（記入は必須）

2)講義に関する質問等（記入は任意）

＊「附属校連携講義」受講の注意

１．大学の講義とは
　1)教養講演会ではない：知識を得ることが目的ではなく、考える力を得ることが目的

　2)受講態度：受け身では何の意味もなく、考えながら聞かなければならない

　3)講義出席が必須

　　　・講義に出ず、教科書・参考書で勉強して力がつくことは絶対にありえない

　　　・形式的にも、「大学設置基準」により講義欠席学生に単位認定はできない。

２．「附属校連携講義」とは

　1)高校教育との連続と深化　　　　  →世界史・現代社会等の理解の深化をはかる

　2)「法学入門」講義　→法学入門的内容の確認＋基本判例・文献を読む

←今後の講義・試験勉強は、①要点の整理された②結論のみを③覚える、作業が多い

　

３．講義の進め方

　1)私法分野と公法分野に分け、私は公法分野、さらにそのうちの、憲法・刑法を扱う

2)「講義1」では、憲法・刑法分野の基本的解説を行う

　　1.講義を受講し、Qに回答する

　　2.最後に、自己点検用紙を提出する

3)「講義2」では、グループワークのテーマについての解説を行う

　　1.講義を受講し、Qに回答する

　　2.最後に、自己点検用紙を提出する

4)「グループワーク」はＴＡと担当教諭の元で班学習

　　1.提出された論点について班内で意見を検討する

　　2.班の意見をまとめて、提出用紙に記入する

　　　　提出用紙には、結論、理由、採用しない見解への批判、をそれぞれ記入する

　　3.担当教諭に提出する

5)「まとめ講義」では、グループワークの結果についての講義を行う

　　1.各班からグループワークの結果を報告する

　　2.班対抗で議論する

　　3.解説する

　　4.最後に、自己点検用紙を提出する

４．自己点検の提出

  1)趣旨：講義への能動的出席を援助するための措置

　2)方式：最後の５分で記入する。そのためには講義中に内容を考えなければならない

　　　　　講義日を刷り込んだ用紙を使用する。それ以外の用紙は認めない。

５．講義計画

　  6/28  第09回：公法・憲法①＜講義1＞

　  7/05  第10回：　　　憲法②＜講義2＞

　   /12  第11回：　　　憲法③＜グループワーク＞

　   /14  第12回：　　　憲法④＜まとめ講義＞

　   /14  第13回：　　　刑法①＜講義1＞

    9/13　第14回：　　　刑法②＜講義2＞

　　 /15　第15回：　　　刑法③＜グループワーク＞

　　 /15　第16回：　　　刑法④＜まとめ講義＞

　　 /27　第17回：まとめ

9/29  最終講義日試験

＊ノートをとろう

１.「高校の授業」と「大学の講義」の違い

　　大学の講義は、受講生が自ら考えることを主眼とし、そのための援助が目的

　　　cf.大学で1単位を得るにはは、15時間の講義受講と、30時間の自学自習が必要

　　→講義受講中も自ら考えることが大切

　　→講義のスタイルも、丁寧な板書はしない

←丁寧な板書は、自ら考えることの妨げになることが多い

　　→考えたノートをとろう
２．ノートをとる目的＝後で利用する

　　→後（試験の前やレポート執筆前）で利用しやすいようにノートをとる

　　→話しの内容、論理がわかるように書き留めておく

　　　　単語の意味は調べればわかるが、論理展開は講義ノートがないとわからない

←そのためには、内容を理解しなければならない（→理解したことを書く）

　　　　　「話しをとにかく多く書き写す」「板書を写す」はいずれも意味不明になる

　　　　　→「話しをとにかく多く書き写す」場合：あとで要点を抽出する作業が必須

　　　　　　「板書を写す」場合：内容を覚えているうちに、前後の脈絡を書き加える必要

３．理解できるためのアドバイス

　　1)まず講義の全体像を把握すること

　　　　レジュメが配られると、まず全体をみわたす

2)構造を理解する

　　話しのつなぎの言葉を聞き逃さない

　　　e.g.まず、次に　　　　　　　　　←　構造

　　　　　原因は、理由は　　　　　　　←　理由付けの説明

　　　　  したがって、その結果　　　　←　因果関係、ノートでは”→”などの記号で

　　　　　　　他方、反対に、それに対して　←　対立関係、ノートには”⇔”などの記号で

　　　　　　　要するに、まとめると　　　　←　重要な部分

　　3)話しをよく聞く

　　　　e.g.教室の前に座る、落ち着きのない友人のそばには座らない、私語をしない

　　4)質問する

　　　　理解しようとしていないと、質問もできない

４．「ノートは不要」の意見について

　　1)記憶は必ずあいまいになる

　　　　講義中には理解できていても、その直後から記憶は薄らいでいく

　　　　→時間との勝負（←できればその場でノートを取るのがよい）

　　2)教科書（詳細なレジュメ）にあっても、理解したことをノートにとるべき

　　　　教科書（詳細なレジュメ）を読み返すのでは、要点が理解できない

教科書（詳細なレジュメ）を読んだだけでは、内容が理解できない

　　　　
５．具体的ヒント

　　1)ノートは贅沢に使う

　　　　行を詰めない、余白を多くとる　←　後で書き込めるように

　　　　講義では表面（左頁）のみ使う　←　裏面（右頁）には見出しを書いたり、補充記述

　　2)考えたこと、疑問点も気づいた時に書き込む　
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